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＜連絡事項＞
[bookmark: _GoBack]・なし

＜東病棟入室状況＞
【入院】
・日向　タケ様～東Aユニット16号室
・中森　ふみ様～東合併症室
【転出】
・慶長　富治様～東C4号室から南A118号室へ転出。

＜患者様連絡事項＞
・伊藤　茂義様～ケアマネ　かざみどり坂上様よりTELあり

8/25（金）
10：30当院発（ENT）　送迎：病棟スタッフ
11：00自宅着　サービス担当者会議
※現在サービス（訪問介護）調整中だが、初外来日に合わせて調整可との事

・江刺家　惠子様～主治医より平和病院泌尿器科の受診指示あり。
PSWより9/8（金）8：30診察で予約が取れたと報告。家族様　　へ受診日についてお伝えする。当日付き添い可能とのことで9/8（金）8：00に来院されることとなる。タクシーは、家族様が予約していただけるとのこと。

・野坂　翔様～9/7　15：30　青山荘宿泊体験利用。
Ns付き添い予定。
詳細用紙Bユニットファイル入れにあります。当日必要料金はSGM金庫に保管。

・赤石　陽介様～業者（株）POイノベーション様来院。硬性コルセット固定テープ修理。

・石橋　ハコ様～連絡ノートの記載から
99クリニックより帰院する際迎えのタクシーを17：15で時間固定できないか確認。
県南タクシーに確認し、乗車時又は降りる際に17：15分に迎えに来れるよう伝えてもらえると対応可能との事。本人に伝え済み。

・中村　豊様～保佐人兵藤様来院され外出日時を8/25　10：00でお願いしたいとの
事。外出時眼鏡作成を予定しているが当日は調整のみで完成後後兵藤が受け取り、当院へ持参頂ける事で確認している。 


・中野　孝様～ケアプランセンターしもなが　ケアマネージャー　大山様より問合せあり

退院の目途、退院後の施設としてどのような形態が良いのか…入院　中の様子をお伝えしている。退院の目途はたっていない。施設については性的逸脱行為の状態により検討が必要。
介護保険更新手続きをしても良いか（期限～10/31）…手続きを進めてください。面会については、現在の病院の状況をお伝えし、後日連絡がくることとなっている。

・高橋　勝次様～家族（長女）よりTELあり
精査結果、異常所見はないとの事　以前に肺結核既往が疑われる
ため、再検査する予定との事　　次回：10/25（水）10：00
※外出申請・入院証明書未

＜退院支援＞
施設入所希望
家族へ入院期間内に施設選定・申込みをすすめるよう依頼した

・田茂　ケイ子様～家族様来院され入院診療計画書へサインいただく。その際、主治医との面談希望あり。25日（金）、29日（火）、9/2（土）午後のいずれかの日付での希望聞かれ、明日主治医へ報告することお伝えしている。日程分かり次第、明日午前中に姉様へ連絡ほしいとのこと。

・上村　枝美子様～居宅介護支援センター　クローバーズ・ピア　古川様より介護認定調査日程調整の連絡あり。日程8/29（火）14：00となる。　

・二部　定男様～今朝より38.5℃と発熱あること主治医へ報告。採血（院内セット3）指示あり実施。

・藤井　理代様～入院時採血にて、CK高値、横紋筋融解あり。熱中症の脱水、悪性症候群の疑いあるとのこと。
ラクテック500ml　1本/日（～8/28）処方となる。

・三村　れい子様～膀胱留置カテーテル定期交換日だが、精神症状改善傾向に伴いADL拡大傾向。歩行状態不安定である為、単独離床して転倒・転落の可能性あり。1週間程様子観察し抜去検討していく。

・木村　光夫様～PSWより入院時、口座引き落としを検討していたが、通帳持参されず。本人と共に通帳を取ってくる必要ある為、外出させたいとのこと。日程調整にて8/28（月）午後PSW・病棟スタッフ・本人にて調整する。午後より主治医不在の為、後日外出許可確認することとした。

＜隔離・身体拘束患者様情報＞
・宮崎　宏之様～終日隔離。午前・午後1時間ずつの開放観察実施。開放開始後すぐに徘徊・他室	侵入繰り返し常時スタッフの見守り・介入必要。隔離中は便器内に衣類を詰め込むなどの不衛生行為みられる。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・袴田　将志様～終日隔離。隔離中、臥床経過。体温37.0℃　他、バイタルサイン異常なし。スタッフ介入には支離滅裂な思考・行動みられるが不穏・興奮への発展なく経過。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・中川原　佳宏様～終日隔離。午前2時間の開放観察実施。開放中、不穏・興奮や器物破損・粗暴性なく静穏経過。スタッフ対面時は単語での返答のみ。表情変化なし。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

＜要注目患者様情報＞


[bookmark: _Hlk143613210]＜新規入院患者情報①＞	
日　　時：令和5年8月23日　11：12
　氏　　名：日向　タケ様（ひなた　たけ）様
　生年月日：昭和17年1月3日　81歳
　病　　名：アルツハイマー型認知症
　性　　別：女性
　主 治 医：深澤Dr
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Cユニット

　
　＜経過＞
　　平成29年7月に大里脳神経リハビリテーションクリニックにてアルツハイマー
　型認知症と診断され、以後同院にて薬物療法を継続していた。コロナウイルス感
　染症流行の影響により他者との交流の機会が急激に減少し、さらに活動量も低下
　した事で認知機能低下が進行した。さらに令和3年の初頭からは、歩行も不安定
　となり転倒する頻度も増加し、専門医療機関での治療を希望して令和4年5月19
日に当院を初診。　　
　　以後、当院への外来通院や介護サービスの利用を継続しているものの、精神症
　状は持続し、認知機能障害も徐々に進行し、身体機能も徐々に低下している。薬
　剤調整を行い、経過をみていたが食事摂取量は変動的であり興奮や介護抵抗、大
　声などの精神症状が持続しており、入浴時やショートステイ中に興奮してスタッ
　フに怪我させることもあった。今後、施設入所を進めていくにあたり、環境調整
　・症状改善目的にて東Aユニットへ医療保護入院となる。

＜新規入院患者情報➁＞
日　　時：令和5年8月23日　15：10
　氏　　名：中森　フミ様（なかもり　ふみ）様
　生年月日：昭和16年9月17日　81歳
　病　　名：混合型認知症・不安神経症
　性　　別：女性
　主 治 医：村上Dr（サポート田名部Dr）
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟合併症室

　
　＜経過＞

混合型認知症・不安神経症にて日赤外来通院中。GH内で他者への
不満や不安の訴えが聞かれ、夜間の睡眠が不安定。八戸赤十字病
院より紹介あり、薬剤調整目的での入院治療を希望されている。
S57.9頭痛や眩暈などの身体症状にて三戸中央病院内科を受診。
自律神経失調症と診断を受けていたが、積極的な治療は行わなかっ
た。H1.4幻聴の症状により同院精神科に紹介。H11に入院歴あり。
H27頃より物忘れの訴えが徐々に増加、H29頃より被害妄想や苛々
感出現、薬物調整にて改善がみられていた。R2身体的な衰えも
目立つようになり、介護保険を申請してサービスを導入した際、
日常生活も独力では送れない状況であることが判明。S2.3.1
7～4.18まで薬物調整、環境調整目的で入院している。退院後
すぐに内服は不規則となり心気的な訴えが増えていたが、興奮や
苛々の再燃はなく外来通院を継続していた。R3.12本人希望でGH
入所。以後、入所中のGH「あかずきん」より情報提供。GH入所時
より悲観的言動や対人関係に対する不満・他利用者に関する被害
的言動が聞かれ、不眠・頭痛・帰宅願望の訴えが頻回だった。加
えて、ここ2.3ヶ月で気分変動が激しい様子がみられ、希死的発言
や、自殺をほのめかす言動がみられていた。また、通帳残高が減って
いるのを見て悲観的になったり、職員と相談して購入したものに
ついても相談した事自体忘れ「こんなにお金を使ったはずがない」
と訴える等金銭に対する強い執着もみられていた。
希死念慮がみられていることから早めの入院を希望。症状改善、
環境調整目的にて東病棟合併症室へ医療保護入院となる。																					
